
５地域を事例とした新たな取組 位置図

交通基盤を活かした電子産業の進
出などによる地域経済の活性化、
点在する観光拠点の連携や自然
環境豊かな観光資源の保全・整備
等により広域観光圏形成に取り組
んでいる。また、過疎化の進む内
陸部の中山間地域では、農家レス
トランやインターネットを活用した農
産品販売など活性化に取り組んで
いる。

中国山地～山陰地方

堺市は、「堺市シビックコア地区整備計画」
(H18.6)を策定し、魅力的な都市空間の形

成を目指して、市民交流広場、官公庁施設
などの整備を進めるとともに、ＬＲＴ、民間事
業などを核とした中心市街地活性化、臨海
部における企業誘致や賑わい創出などに
取り組んでおり、今後近畿地方の牽引力と
して発展が期待される。

堺市

海に開かれたゲートウエイと中心市街地と
の連携強化と併せ、海外（サハリン）との交
流を促進し、観光振興と市街地活性化の実
現に向けて取り組んでいる。また、隣接する
離島では医療や情報基盤の格差是正に取
り組んでいる。

稚内市

青森市は、市街地拡大に伴う新た
な行政コストの増大、少子高齢化
等に対応すべく、中心市街地に商
業・業務・居住・行政機能等の集
積を図り、多様な担い手が連携し
た創意工夫あるまちづくりを進め
るとともに、郊外部においては無
秩序な市街化を防ぐことにより、コ
ンパクトシティの形成に取り組んで
いる。

青森市

資料６

こ し き じ ま

薩摩川内市（甑島）

平成１６年の１市、４町、甑島
４村の大合併によって多様性
を有しての大共存を目指す。
高速交通網の整備効果、韓
国との定期コンテナ航路の
開設、治水防災の整備進捗
等によって産業振興、地域活
性化、文化振興が急速に進
む。離島合併で全国的に注
目される。



消　費

雇　用 農　業 工　業
研究機関
NPO法人等

医　療 福　祉 安　全 都　市 商業施設 教　育 情　報 文化・娯楽施設 交通・交流 観　光

堺
さかい

市

堺市は、「堺市シビックコア地区整
備計画」(H18.6)を策定し、魅力的
な都市空間の形成を目指して、市
民交流広場、官公庁施設などの整
備を進めるとともに、ＬＲＴ、民間事
業などを核とした中心市街地活性
化、臨海部における企業誘致や賑
わい創出などに取り組んでおり、
今後近畿地方の牽引力として発展
が期待される。

・電子機器産業
の進出

・電子機器産業
・伝統産業の継
承
・エコタウンプラ
ン（リサイクル）

・ボランティア植
樹

・基幹的広域防
災拠点

・シビックコア

・大阪府立大学
（廃棄物再資源
化）
・ものづくりマイ
スター出前講座

・LRT
・堺泉北港の整
備
・阪神高速大和
川線、スーパー
堤防

・観光まちづくり
の推進
・百舌鳥古墳群
の世界遺産登録
を文化庁へ提案

青森
あお も り

市

青森市は、市街地拡大に伴う新た
な行政コストの増大、少子高齢化
等に対応すべく、中心市街地に商
業・業務・居住・行政機能等の集積
を図り、多様な担い手が連携した
創意工夫あるまちづくりを進めると
ともに、郊外部においては無秩序
な市街化を防ぐことにより、コンパ
クトシティの形成に取り組んでい
る。

・商業ベンチャー
・雪かきボラン
ティア

・高速道路にお
ける緊急車退出
路

・福祉施設と一
体となった高齢
者対応型マン
ション
・まちなかサポー
ター

・コンパクトシティ
・公営住宅
・パサージュ広場
（商店街の賑わ
い）

・駅前再開発ビ
ルAUGA

・まち歩き支援
・パサージュ広場
・青森空港（CAT
Ⅲ）

・みなとオアシス
あおもり
・ねぶたミュージ
アム

稚内
わっかない

市

海に開かれたゲートウエイと中心
市街地との連携強化と併せ、海外
（サハリン）との交流を促進し、観
光振興と市街地活性化の実現に
向けて取り組んでいる。また、隣接
する離島では医療や情報基盤の
格差是正に取り組んでいる。

・サハリンプロ
ジェクト（天然ガ
ス）

・みなとコンサー
ト

・遠隔地医療（旭
川医大）

・防災拠点（港
湾）

・市街地活性化

・遠隔医療セン
ター（旭川医大）
・ワイヤレスブ
ロードバンドサー
ビス

・日ロ友好最先
端都市
・マリンタウンプ
ロジェクト
・日ロ航路
・フェリーターミナ
ル

・北防波堤ドーム
・みなとオアシス
わっかない

薩摩川内
さ つ ま せ ん だ い

市

平成１６年の１市、４町、甑島４村
の大合併によって多様性を有して
の大共存を目指す。高速交通網の
整備効果、韓国との定期コンテナ
航路の開設、治水防災の整備進
捗等によって産業振興、地域活性
化、文化振興が急速に進む。離島
合併で全国的に注目される。

・電子機器産業
の進出

・電子機器産業
・エネルギー基
地（火力、原子
力）

・地域づくりコミュ
ニティ協議会

・離島医療
・川内川治水対
策

・定住促進
・市町村合併（離
島も含めた社会
基盤整備）

・光ファイバ

・韓国釜山港と
の定期コンテナ
航路
・コミュニティバス
・九州新幹線
・南九州西回り
自動車道
・藺牟田瀬戸架
橋

・自然資源（グ
リーンツーリズ
ム、ブルーツーリ
ズム）

中国
ちゅうごく

山地
さ ん ち

～

山陰
さんいん

地方

交通基盤を活かした電子産業の進
出などによる地域経済の活性化、
点在する観光拠点の連携や自然
環境豊かな観光資源の保全・整備
等により広域観光圏形成に取り組
んでいる。また、過疎化の進む内
陸部の中山間地域では、農家レス
トランやインターネットを活用した農
産品販売など活性化に取り組んで
いる。

・異業種の農業
進出
・森林の育成（企
業CSR）

・電子機器産業 ・まめだがネット
・ドクターヘリ（離
島）

・拠点機能の集
約

・農家レストラン
（地産地消）

 ・足立美術館等
・グリーンツーリ
ズム

・広域観光
(大山、 出雲大
社 など)
・国際フェリー

交　流暮らし

５地域を事例とした新たな取組一覧
産　業 文　化



堺市（大阪府）

堺市は、「堺市シビックコア地区整備計画」(H18.6)を策定し、魅力的な都市空間の形成を目指して、市民交流広場、官公庁施設などの整備を
すすめるとともに、ＬＲＴ、民間事業などを核とした中心市街地活性化、臨海部における企業誘致や賑わい創出などに取り組んでおり、今後近
畿地方の牽引力として発展が期待される。

産業立地と地域雇用の創出産業立地と地域雇用の創出

物流において、交通ネットワークや港湾、空港への近接性と
いった優位性から臨海部へ企業が進出。平成１４年工場等の
制限に関する法律の廃止に伴い、臨海部への工場の回帰が
生じている。

ＬＲＴの整備によるＬＲＴの整備による東西東西都市軸都市軸
の強化との強化と沿線沿線まちづくり支援まちづくり支援

南北方向に偏って
いた鉄軌道網を東
西方向に結び、交
通ネットワークを
形成するとともに、
沿線地域の活性
化を図るため、臨
海部から堺市駅ま
で約８．３ｋｍの東
西鉄軌道を計画。

エコタウンプランと共生の森エコタウンプランと共生の森

大阪府立大学と共同開発した新技術等を用い
た廃棄物再資源化施設など、5つの民間リサイ

クル施設の集積。また、市民が憩い、集える共
生の森（約100ha）を整備。

基幹的基幹的広域防災拠点の整備に広域防災拠点の整備に
よる、安全・安心な圏域の形成よる、安全・安心な圏域の形成

東南海・南海地震などの大規模災害発生時に、
海路からの緊急支援物資の中継基地や支援部
隊の基地などとして機能する基幹的広域防災
拠点27.9haをH22年までに整備。

阪
神
高
速
湾
岸
線

阪神高速大和川線
臨港道路

基幹的広域防災拠点

シャープ、関連事業所

アミューズメント
専門店複合施設

南
海
高
野
線南
海
本
線

阪
堺
電
軌

ＬＲＴ（計
画
）

共生の森

リサイクル施設

堺市役所

シビックコア地区整備による中心部の賑わいの創出シビックコア地区整備による中心部の賑わいの創出
市民交流の広場やペデストリアンデッキの整備、再開発事業を通じて賑わい
を創出。

堺駅

堺東駅

シャープ、関連事業所［２１世紀型コンビナート］
１２７ha平成２２年３月までに稼働予定。

複合一貫輸送

ター
ミナ

ル

商業・住居複合ゾーン

商業ゾーン

行政ゾーン

市民交流ゾーン

市民交流ゾーンイメージ

リサイクルプラント ボランティアによる植樹

歴史文化を活かした歴史文化を活かした
まちづくりの推進まちづくりの推進

H19年9月に百舌鳥古墳群（堺市）と古
市古墳群（羽曳野市・藤井寺市）の世
界遺産暫定一覧記載を文化庁へ提案。

仁徳陵古墳（百舌鳥古墳群）

広域防災拠点整備イメージ

大阪地区津波防災総合訓練（H18：堺市）

堺市は、面積約149km2、人口約83万人で、政令市中14番目の人口を有している。
工業出荷額は、約2兆7,000億円 となっており政令市中6番目となっている。また、
卸売・小売業の年間販売額は約1兆5,500億円となっている。（平成１７年工業統計調
査、平成１６年商業統計調査より）

ＬＲＴ整備イメージ

年間出荷額
約１兆１，０００億円

（雇用拡大効果約１万人
＜うち市内分６千人＞）

産業立地の効果（試算）

写真：財団法人大阪湾ベイエリア推進機構ＨＰより

観光まちづくりの推進観光まちづくりの推進
町割りなど中世の環濠都市の面影を残す旧市街地などに、文
化施設や駐車場などを備えた観光の拠点施設や案内標識な
どを整備する。臨海部では、歴史的財産である堺旧港や旧灯
台などの施設や水辺の景観を活用した賑わいの創出を図る。
また関西国際空港と連携した、国内外からの観光客誘致に取
り組むなどし、集客を促進し地域経済の活性化を図る。

現地に残る日本最古の洋式
木造燈台（旧堺燈台）観光客で賑わう旧市街地

伝統産業の継承伝統産業の継承
プロの料理人のほとんどが堺打刃
物を愛用。刃物や線香などの伝統
産業の技術者をマイスターとして認
定し、地域や学校へ派遣し、技術・
技能の継承と振興。

ものづくりマイスターによる出前授業
写真：宮山台小学校ＨＰより

堺刃物

仁徳陵古墳

も ず



青森市（青森県）

青 森 湾

N

インナー：都市整備を重点的に行い市街地の再構築などを進めるエリア

ミッド ：良質な宅地の供給を行うストックエリア。

アウター：自然環境、営農環境の保全に努め、青森市条例により大規模集客

施設の郊外立地を認めないなど、開発は原則認めないエリア

青森市「コンパクトシティ構想」

青森中央ＩＣ

青森東ＩＣ

青森自動車道

青森県立中央病院
中心市街地

青森市は、市街地拡大に伴う新たな行政コストの増大、少子高齢化等に対応すべく、中心市街地に商業・業務・居住・行政機能等の集積を
図り、多様な担い手が連携した創意工夫あるまちづくりを進めるとともに、郊外部においては無秩序な市街化を防ぐことにより、コンパクトシ
ティの形成に取り組んでいる。

街の楽しみづくり街の楽しみづくり ・・ 快適な街快適な街ぐらぐらしし

（生活の利便性と賑わい）（生活の利便性と賑わい）
都心の魅力づくりと利便性向上を行い、多くの人が訪れ
たくなる、そして多くの街歩きをする人で賑わうまちづくり
を行う。

福祉等施設と一体整備された
高齢者対応型マンション

高齢者用高齢者用
分譲住宅分譲住宅

医療・福祉、医療・福祉、
商業施設商業施設

商業の活性化や良好なコミュニティの形成を目的に、中
心市街地への回遊者、購買者の増加を図る。また、都
市機能の利便を享受できる街なか居住を推進する。

ウォーカブルタウン（遊歩街）を目指し
整備された『パサージュ広場』
※パサージュ＝小径

シンボルツリー

救急医療活動の支援救急医療活動の支援

青森自動車道救急車退出路

雪かきボランティア雪かきボランティア

赤坂地区では、子ども達の通学路や老人、
女性１人暮らし世帯の除雪作業のボラン
ティアを行っている。

ICTICTを活用したを活用した まち歩き支援まち歩き支援

まちなかを散策中に、生活情報や観光情報
を携帯電話などから入手できる仕組みづくり
など、安心で快適なまち歩きへ取り組んでい
る。

まちなかまちなか しかへらしかへら～Ｓ～Ｓ
市街地へ活気を呼び込もうと、平成１７年に１
５名の女子大・短大生でスタート。毎週日曜日
に中心商店街を拠点に活動し、平成１９年に
はメンバーが２２名に増えている。

商業ベンチャー支援商業ベンチャー支援
パサージュ広場を活用し、起業意欲のある
人たちに、低い出店料で一定期間商売を実
践できる環境をＨ１２年から提供している。

ﾊﾟｻｰｼﾞｭ広場に設置された企業化支援用店舗

市街地再開発ビル「ＡＵＧＡ」
（年間来客者数約600万人）

海辺の回遊空間の形成海辺の回遊空間の形成
「みなとオアシスあおもり」では、青函緑地（八甲田丸係留）
や青い海公園、旅客船バース等を整備した青森港を文化
観光交流拠点として賑わい空間の創出を図り、より住民や
観光客が親しみやすいみなとづくりを推進している。
また、青森駅北側に観光交流施設（ねぶたミュージアム）を
平成２２年オープンを目指して整備している。

八甲田丸（旧 青函連絡船）

八甲田丸港フリーマーケット

青森市は、面積約825km2、人口約31万人で、青森県の県庁所在地で中核市に指
定されている。本州と北海道の玄関口としての顔をもつ。また、平成２２年度には
東北新幹線 新青森駅の開業が予定されている。

青森空港 航空機の誘導装置の高

度化（CATⅢ）をH19.3から運用開始し、
H17：116回、H18：77回あった濃霧で
の欠航がH19実績はゼロに！

西北五地域

青い海公園とねぶた

救急車退出路整備により、青森県立中央病
院に60分で行けるエリアが拡大（人口19万
人）。また、西北五地域からの搬送は9割(83
件中74件：H16.10～H17.3実績)が救急車退
出路を利用している。

※「しかへる」とは、津軽弁で「教える」の意味

経営指導も行いながら、将来、中心市街地
で開業する商業者を育成し、Ｈ１９．３までに
２１人が出店し、１２名（市街地内９名、市街
地外３名）が開業している。

メンバーはおそろいのポロシャツで巡回しな
がらの挨拶や清掃、高齢者・障害者のサポー
ト、観光案内などに取り組んでいる。

救急車退出路

ＰＤＡ端末 観光情報を携帯電話で入手



みなとオアシスエリア

国際・国内
フェリーターミナル

北防波堤ドーム

副港市場

緑地

潮騒プロムナード

シーポートプラザ

中心市街地

稚内駅
周辺整備

中心市街地
活性化事業

～日ロ友好最先端都市にふさわしい海に開かれた賑わいのある都市の形成～

防災拠点

市立稚内病院

稚内市（北海道）

海に開かれたゲートウエイと中心市街地との連携強化と併せ、海外（サハリン）との交流を促進し、観光振興と市街地活性化の実現に向けて
取り組んでいる。また、隣接する離島では医療や情報基盤の格差是正に取り組んでいる。

日ロ友好最先端都市日ロ友好最先端都市

「国際交流特区」として臨時開庁手数料の軽減、税関の
執務時間外における通関体制の整備を先進的に実施、
その後、この特例がH18.7から全国的に展開。

日ロ定期フェリー（Ｈ７～）

サハリンプロジェクトの『支援基地』を見据えた港湾整備
により、国内外の関連企業が稚内港へ。

資材の積み出し

石油掘削リグのメンテナンス

マリンタウンプロジェクトマリンタウンプロジェクト

離島及びサハリンを結ぶフェリーターミナル機能を中央埠頭に集約するとともに、
ＪＲ稚内駅や市街地とのアクセス性向上を行い、地域の活性化を図る。また、離
島とのライフライン確保のための防災拠点機能も強化する。（H20.5供用開始予
定）

ICTICTによる遠隔医療の導入による遠隔医療の導入

・旭川医科大学遠隔医療センターでは、医療の地域間
格差解消を目指し、高速通信網を活用して診断・検査
映像をリアルタイムに受信し、ICTにより遠隔地の病院
にいる患者や医師と対面・会話しながら診察や検査を
実施。

・利尻島国保中央病院では、地域センター病院である
市立稚内病院との連携による画像伝送システムが整
備されている。

・H18年には、市立稚内病院、利尻島国保中央病院を
衛星インターネットで結び、眼科を中心に遠隔医療を
開始。

衛星を利用した通信条件不利地域への遠隔医療概念図

離島へのブロードバンド離島へのブロードバンドサービスサービス
・稚内市役所～利尻富士町役場間を光ファイバで接続、
インターネットへの接続が可能。

・利尻島～礼文島間では、ワイヤレスブロードバンドに
よる回線接続実験(H18年度)も試みられている。

「条件不利地域におけるワイヤレスブロードバンド構築に関する調査検討報告書」北海道総合通信局(H19.3) より

「旭川医科大学病院 遠隔医療センター」ＨＰ より

観光資源の活用観光資源の活用

「みなとオアシスわっかない」を拠点とし、市民有志が各種のイベ
ントを主催し、観光振興や市街地活性化に取り組んでいる。

Wakkanaiみなとコンサート
手づくり郷土賞(国土交通大臣賞)H18受賞

アイスキャンドルロード

北防波堤ドーム：（昭和１１年完成）ギリシア建築様の
円柱とアーチ屋根を持つ防波堤（北海道土木遺産）

写真：「稚内市」ＨＰより

■防災拠点の形成
・耐震岸壁
・背後用地、幹線道路とのアクセス確保

■北埠頭整備
・防波堤ドームをシンボルとした
多目的緑地

■連絡路整備
・ＪＲ駅、市街地への利便性の高い導線確保

稚内市は、面積約761km2、人口約4万1千人で、日本最北端に位置する。宗谷
地方の中心地であり、また、ロシア連邦サハリン州をはじめとする北方圏諸国へ
の玄関口としても知られている。

完成イメージ

光ファイバ
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薩摩川内市（鹿児島県）

≪挑戦≫
・ふるさとの誇り・ふるさとの誇り
・経済活性化・経済活性化
・市街地と条件不利・市街地と条件不利
地域との格差是正地域との格差是正

・甑島の振興・甑島の振興

挑戦挑戦 未来を見据えた地域づくり未来を見据えた地域づくり

【市内48地区のコミュニティ協議会】
PTA、婦人部、自治会、消防団等が連携し、住民自らがそれ
ぞれの地区で『地区振興計画』を策定し、事業を展開

【定住促進】
雇用機会の創出、通勤補助、住宅補助、育児補助等を盛り
込んだ『薩摩川内よかまち・きやんせ定住プラン』により、
過去３カ年で約370名が移住

【甑島の医療（６診療所）・福祉サービスの維持への挑戦】
・「Drコトー診療所」の原作モデルとなった離島医療の聖地
・人工透析装置やＣＴ装置等の整備、他の診療所との「診診
連携」や、全国の医大からの研修生受け入れ、インターネット
を活用した医療連携など、先進的な取組を推進

挑戦挑戦 工場の進出、ｴﾈﾙｷﾞｰ基地工場の進出、ｴﾈﾙｷﾞｰ基地

・『地域力を発揮し産業活力を創出するまちづくり』
を目指し、産学官連携による「電子関連産業」、
九州における新規成長産業である「自動車産業」、
川内港、南九州西回り自動車道を活用した「物
流関連産業」を積極的に誘致し、今後３ヶ年で、
企業立地10社、新規雇用200名をめざす

・京セラ、中越パルプ工業、富士通ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾃｯﾄﾞ
ﾏｲｸﾛﾃｸﾉﾛｼﾞなどの企業誘致と、原子力発電所、
火力発電所の立地により、Ｓ29～H19にかけて、
大きな雇用（約80社、約7500人）が創出

こしきじま

平成１６年の１市、４町、甑島４村の大合併によって多様性を有しての大共存を目指す。高速交通網の整備効果、韓国との定期コンテナ航路
の開設、治水防災の整備進捗等によって産業振興、地域活性化、文化振興が急速に進む。離島合併で全国的に注目される。

挑戦挑戦 発展基盤の強化発展基盤の強化

挑戦挑戦 川内港を活かした経済振興川内港を活かした経済振興
・韓国釜山港との定期コンテナ航路をH16市町村
合併後に開設（開設４カ年で取扱数が５倍）
・釜山港経由で海外への物流経路が確立
・また、上海近郊港の常熟市（姉妹都市）との航路
開設計画中

挑戦挑戦 治水による地域づくり治水による地域づくり

・市街地の都市計画と一体となった堤防整備や輪中堤の整
備等により、流域の治水事業を推進するとともに、機能的
で居住環境良好な新しい市街地を創出

・H18激甚災害の復旧をH22までの概ね5カ年で緊急に実施
・水系137kmの３市３町（鹿児島
県・宮崎県）による『川内川
アクアフロント推進協議会』
を設立し、流域住民と行政
の積極的な連携・協働によ
る流域の一体化を目指す

【新幹線】
Ｈ16年の開業後３カ年で川内駅の乗降客が23％増加

【南九州西回り自動車道路】
川内隈之城道路 整備中

【地域交通】
・藺牟田瀬戸架橋（離島架橋）の整備
・コミュニティバス 14コース231便
（隣接市、肥薩おれんじ鉄道、甑島航路との接続利便性改善）
【地域情報】
本土・甑島間光ファイバを敷設（H20.3完成予定）

ザ・漁師塾の様子

薩摩川内市は、９市町村(３離島含む)が合併し平成１６年に誕生した、面積約
684km2、人口約10万人の薩摩半島の北西部に位置する市である。豊かな
山々や湖、地形変化の美しい甑島など多種多様な自然環境を有している。

表・写真：「薩摩川内市」ＨＰより

薩摩川内市街地を西部の丘陵から望む

国道3号

新幹線

川内駅

工業団地
川内川 鹿児島純心女子大学

川内職業能力
開発短期大学校

新幹線
川内駅

工業団地
川内川 鹿児島純心女子大学

川内職業能力
開発短期大学校

国道３号

写真：「薩摩川内市」ＨＰより

◆総人口の将来見通し （単位：人）
平成12年
（実績）

平成17年
（実績）

平成22年
（推定）

平成27年
（推定）

総人口 105,464 102,370 100,460 97,905

目標値 － － 101,000 102,000

（実績は国勢調査結果による。）

都市基盤整備

挑戦挑戦 自然自然資源を活かした観光資源を活かした観光

・南九州の中心（薩摩国府）として栄えた歴史的
な都市

・年間観光入込客は約192万人（合併後15％増加）
・甑島は、大きな可能性を秘めた観光資源

（グリーンツーリズム、ブルーツーリズム）
30億年前のﾊﾞｸﾃﾘｱが生息する

甑島・長目の浜

ラムサール条約
登録湿地・藺牟田池

釜山港

川内港

常熟市

※H20.1.1時点人口 102,690人（うち甑島 6,092人）

い む た せ と

藺牟田瀬戸架橋
（事業中）

離島架橋 約１．５ｋｍ



島根県

鳥取県

岡山県

広島県

中国山地～山陰地方

交通基盤を活かした電子産業の進出などによる地域経済の活性化、点在する観光拠点の連携や自然環境豊かな観光資源の保全・整備等
により広域観光圏形成に取り組んでいる。また、過疎化の進む内陸部の中山間地域では、農家レストランやインターネットを活用した農産品
販売など活性化に取り組んでいる。

中海・宍道湖・大山広域中海・宍道湖・大山広域
観光圏の形成観光圏の形成

島根県版島根県版 ドクターヘリドクターヘリ

防災ヘリ等を利用し、Ｈ１０年度より
救急患者緊急搬送を実施している。

「島根県」 ＨＰより

○イノシシ肉＆農家レストラン

島根県美郷町では「山くじら」のネー
ミングでイノシシ肉の生産・販売を
行っている。農家レストランを核とし
地産地消、グリーンツーリズムの推
進に取り組む。

農山村での取り組み農山村での取り組み

野菜の栽培履歴を発信し安全性をＰＲ
また、通信販売も実施

佐田町の情報も発信

○少量多品目生産に対応した販売システム

島根県旧佐田町では、零細小規模な農地が分散して
いる農村集落において、インターネットなどを活用した
販売システムを
構築。

「ＮＰＯ法人 まめだがネット」 ＨＰより

その他、産直市場
を運営し地産地消
をＰＲしている。

○奥出雲来遠の里づくり特区

構造改革特区の認定を受けた奥
出雲町では、農業生産法人以外
の法人による農業経営が可能と
なり、新しい農業の担い手となる
建設業など異業種の参入を促進
している。

写真：「中国四国農政局」 ＨＰより写真：「中国地方中山間地域振興協議会」 ＨＰより

森林の育成森林の育成
企業等の社会貢献活動（ＣＳＲ）を森づくりに呼び込もうと、県と市
町村等が連携して、森林所有者と企業の架け橋となることで、森林
保全活動の推進を行っている。

「中海・宍道湖・大山圏域観光連携事業推進会議」 ＨＰより

「鳥取県」 ＨＰより

【鳥取県の事例】

と ん へ

境港－東海（韓国）－ウラ
ジオストク（ロシア）を結ぶ
新規国際フェリー航路
（H20夏就航予定）の活用
や、欧米からのクルーズ
船の誘致により、観光交
流の促進を図る。

ﾌｪﾘｰやｸﾙｰｽﾞ船ﾌｪﾘｰやｸﾙｰｽﾞ船
による観光交流による観光交流

山口県

立地条件を活かした産業の活性化立地条件を活かした産業の活性化

富士通では「ショットガン方式」
と呼ぶ高速道路を利用した、
工場直送方式により全国５箇
所の倉庫を廃止して、大幅な
コスト削減に成功し、富士通製
ノートパソコンの全量を斐川町
にある島根富士通で生産して
いる。

拠点機能の集約（きらめき広場・哲西）拠点機能の集約（きらめき広場・哲西）

岡山県旧哲西町では、
地域生活の拠点機能を
集約した「きらめき広場」
を住民意見を取り入れ
ながら整備し、生活利便
性の向上や生活圏内外
の交流拠点として機能を
発揮している。

島根県島根県 中山間地域研究センター中山間地域研究センター

中国地方知事会において５県共同の
中山間地域研究センターの先駆的整
備として位置づけられた、島根県中山
間研究センターを平成２０年に整備し、
中山間地域の再生に取り組んでいる。

「中山間地域研究センター」 ＨＰより

①研究センター機能
…地域研究、農・畜・林業等の技術研究 等
②地域づくり支援センター機能
…研修・人材育成、交流事業の推進 等
③情報センター機能
…総合的なデータベースの構築と情報収集・発信 「島根県」 ＨＰより

鳥取県・島根県の県境を越えて、圏域内の
６商工会議所を中心に、圏域内の自治体・
団体等により協議会を設立し、多彩な魅力
を協働で発信することにより、広域観光ルー
トを構築して滞在型観光圏の形成を図る。

年度

H10 90

H11 61

H12 75

H13 91

H14 135

H15 116

H16 91

H17 109

H18 114

救急
搬送

回数

うち

隠岐島

から

86

58

62

76

123

95

75

95

92




